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●講演録 2010年9月15日フォーラム「WHOと日本」

第2部 ---WHOへの日本の貢献～

「WHOが期待する人材」

東京女子医科大学教授（元WHO本部熱帯病対策部長）
、土

退 藤 弘 良

Hiroyoshi ENDO 

昭和30年静岡県生まれ。昭和55年千葉大学医学部卒業後、東京女子医科大学消化器病センター内科において臨
床研修。昭和57年に厚生省入省。以後、厚生省・厚生労働省において健康増進栄養課、医事課、国際課、結核
感染症課等に勤務、また平成7年から9年まで岡山県保健福祉部に出向。海外ではWHO西太平洋地域事務局（予

防接種対策）、WHO本部（人材育成、熱帯病対策）、国連エイズ合同計画 (UNAIDS)に出向。平成21年7月

に厚生労働省を退職し｀東京女子医科大学国際環境 ・熱帯医学講座主任教授に就任。

昨年の今頃（平成21年の9月）新型インフル

エンザの記事が新聞紙上に掲載され、その中で

WHOもよく登場したため、多くの人々がWHO

に関心をもたれました。また小 ・中学生からも関

心があったようで、 WHOのことが図 lのように

新聞に取り上げられていました。
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図1 読売新聞の記事から (2009年5月22日朝刊）

ます「WHOの活動ついて」と「WHOの組織に

ついて」を簡単にお話します。そして、主題であ

ります「WHOへの日本人の貢献について」は、

過去にどんな人が活躍し、現在どんな人が活躍し

ているかをお話することによって、多くの日本人

が将来WHOで活躍することを期待したいと思い

ます。

● 「WHOの活動ついて」その1

ます疾病に対する取り組みについて話します。

WHOの活動
（ライフステージから見た場合）

・幼少時期

予防接種対菜

• 青年期

エイズ予防対策

・成人・壮年期

がん予防対策

・老年期
認知症対策

生涯を通じて
感染症対策

図2 WHOの活動

健康の問題は生まれてから死ぬまで、人類にと

って切っても切れないのですが、それぞれのライ

フステージことにWHOがどのように関わるかと

いうことを図2のようにまとめてみました。

ます、生まれてすぐの幼少期は活動があります。

全世界の子供、特に途上国の子供たちに麻疹や破

傷風の予防接種をWHOは広める活動をしてきま

した。

次に、性に目覚めるころの青年期には他にもい
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ろいろな健康問顆があるのですがエイズ予防を含

めだ性教育の普及にも努力しています。

そして壮年期には、多くの病気の問題を抱える

のですがその中でも慢性疾患のひとつのがんの予

防の活動をしています。 WHOは神戸とフランス

のリヨンに研究所を持っています。その一つであ

るリヨンの研究所は、がんの主に疫学的な研究を

する施設です。

老年期にはさらに多くの病気があるのですがそ

の中でもメンタルヘルスとしての認知症の対策に

力を入れています。

そして人類が生涯通じてかかわる疾病の感染症

対策はWHOの最重点の活動のひとつです。新型

インフルエンザ対策のことでは皆様も関心を高め

たことだと思います。多くの日本人が天然痘やポ

リオやフィラリア等の感染症の対策に貢献されま

した。

~、

ill! 叫~
氏に苓i和9

⑯直暉

図3 世界の推定主要死因

全世界での 1年間の死亡者数は約6000万人と

推定されており、図3のグラフはその死亡原因を

示しています。その3分の 1を慢性疾患が占めて

います。これは先進国に限ったことではなく、途

上国においても同じことなのです。図4のグラフ

がそれを示しています。感染症と慢性疾患の二つ

の病気を途上国は背負っているのです。

日本の厚生労働省はメタボ対策に力を入れてい

ますが、このことは先進国だけの問題ではなく途

上国においても重要な問題になりつつあります。

日本の経験が途上国にも役立つのです。

慢性疾患対策の一つには禁煙のことがあります。
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ノルウェー出身のブルントラント事務局長が手腕

をふるわれて、禁煙対策の枠組条約を策定しました。
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図4 所得水準別推定主要死因

禁煙対策の一つとしてタバコの価格を上げたり、

レストランとかの多くの公共の場所での分煙・全

面禁煙が実施されていますが、この推進の背景と

して枠組条約があります。最近ではなお一層対策

が進み、タバコの箱のパッケージは、その多くの

面積をタバコの害について、文字だけではなく目

で見てわかる絵や写真で示すように指導しています。

図5 交通事故の世界報告書

WHOでは偲 5のように交適事故の予防につい

ての報告書を作成しています。先ほどのグラフか

ら死亡原因の数で外傷も多かったことに気づかれ

たと思います。 WHOは外傷や事故の予防にも力



を注いでいます。数年前の世界保健デーのテーマ

として「シートベルトをしましょう」を取り上げ

たこともあります。

このように様々な取り組みをしているWHOは、

臨床に対応した医師や看護師だけでなく、様々な

分野の人材を求めています。

● 「WHOの活動ついて」その2

WHOのもう一つの仕事に、基準やガイドライ

ンの作成があります。その一つが高血圧症の診断

基準です。図6はWHO高血圧症ガイドラインで

すが、血圧計の解説書などでこ覧になった方もい

ると思います。

高血圧症ガイドライン
JNC7(2003年）

● •He 
U' 聾外1,~

h _A:] 
:i: WHO(ISH)の基準(1999年）.. ... 
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100 
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図6 WHOの高血圧ガイドライン

またワクチンの基準も作成しています。記憶に

新しいことは、新型インフルエンザの時も、 WHO

が先導して新型インフルエンザワクチンの基準を

作成しました。また毎年の季節性インフルエンザ

についても、世界中のエキスパートを本部に招い

てインフルエンザのどの亜型が流行するかの予測

をたて、それをもとにその年のワクチンの基準を

定めるのです。

また、各国で流行している病気を報告し、それ

を全世界にアナウンスすることが定められている

国際保健規約を制定しています。感染症に関係し

ている厚生労働省にとっては大事なものです。

医学部の図書館に行くと電話帳のように厚い

ICDという図7の右のような医書があります。こ

れは世界共通で病気を分類した本です。世界共通

”日
心--·-~

.... ●0大臣言.....饂蝙●●

D !! .. A 覇• a tt 菖•

図7 ICD-l 0 

の基準で病気を分類し、世界共通で議論ができる

のです。図7の左のように電子化されたCDでも

作成しています。電子カルテの時代ではより重要

になっています。

日本人にとって関心のある移植の問題について、

指針を作成しています。 WHOは2010年5月に

渡航移植の自粛の新指針を制定しましたが7月に

改正された臓器移植法も関係があります。

WHOの仕事は感染症対策だけでなく人間の一

生の健康問題にかかわる仕事をしています。せま

い意味の医療だけでなく、事故防止の仕事もして

います。このようにWHOの仕事は多岐にわたる

ので、それだけ多くの人材を求めています。

● 「WHOの組織について」

-8-

次にWHOではこれらの仕事を、どんな人がど

んな組織で仕事をしているかをお話しします。

世界保健総会

図8-1 世界保健総会



図8-lのように毎年5月にジュネーブにあるパ

レドナシオンという会議場に世界中の保健担当の

大臣が集まり世界保健総会が開催されます。これ

がWHOの最高意思決定機関です。193カ国の代

表が集まり WHOの予算や活動方針など大事な決

定を行います。

執行理事会

図8-2 執行理事会

図8-2のように世界の34カ国の代表者によっ

て構成される執行理事会は年に2回開催され、総

会では議論できない細かいことを議論しています。

この執行理事として前WHO西太平洋地域事務局

長だった尾身茂先生も活躍されています。

図9 WHO本部（ジュネーブ）

新型インフルエンザ報道の時に、多くの親道機

関がこの建物を背景にしてレポートしていたので

よく見られたことと思いますが、図9がスイスの

ジュネーブにあるWHOの本部です。WHOの職

員は世界全体では6~7,000人いますが、この

本部の建物の中で約2.500人が働いています。
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技術専門機関なので技術専門家が多くいます。

メインは医学ですがそれ以外に看護学や薬学、統

計を処理する統計学等の専門家です。また自然科

学だけでなく社会科学や人文科学の専門家もいます。

規則を作成するための法律家や、活動するにはお

金がかかりますので会計の処理をする専門家もお

ります。この中に30人程度の日本人がいます。
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図 10 歴代のWHO事務局長

圏 10の7人の方がWHOの歴代の事務局長です。

下段の左が日本人の中島宏先生です。その隣は、

たばこ問題に力を入れられ、本国のノルウェーの

総理大臣をつとめられた医師のブルン トラント先

ョーロッj~ 南東アジア 西太平洋

IIーノカリー タイ 韓国

アフリカ アメリカ 東地中海

アンゴラ アルゼノチン サウジアラピア

（写頁の上が地域名、 下が出身国）

図 ll WHO地域事務局長



生です。そして次の方は韓国人のリー先生です。

そして今活躍されている香港出身の医師マーガレ

ット・チャン先生です。このようにWHOでは、

女性が活躍しています。

WHOは本部のジュネーブですべての国々をカ

バーするのではなく世界を6つの地域に分け、そ

れぞれに地域事務局が置かれており、それぞれの

地域の活動を指導しています。図 llの皆さんは

選挙で選ばれた地域事務局長です。 ここでも2人

の女性地域事務局長が活躍しておられます。

図 12 WHO西太平洋地域車務局

日本が所属しているのは西太平洋地域事務局

(Western Pacific Regional Office: WPRO) 

で、フィリピンのマニラに事務局があります。現

在の地域事務局長は韓固出身のシン先生です。先

程からお話ししている尾身茂先生は前任の地域事

務局長でした。尾身先生の前の前の方は中島宏先

生で2期 10年務められた後WHO本部の事務局

長になられました。

t) 
t • r• ,1• • ．． 

この事務局が筐轄しているのは図 13で示した

太平洋の島々が含まれる国々や地域です。

図 14は日本の神戸にあり、先ほどこ講演され

たクマレサン先生が所長をされているWHO健康

開発総合研究センター（通称はWHO神戸センター．

The WHO Centre for Health Development) 

です。

図 14 WHO神戸センター

ここでは「人々の健康は、健康な環境づくりから」

をビジョンとして掲げられ、「健康開発分野におけ

る、すぐれた革新的な公衆衛生研究活動をはぐくみ、

支え、継続していくこと」を使命とし、「都市部に

おける健康格差を是正する」を目標とされており

ます。

● WHOにおける日本人の貢献

WHOの看板活動である感染症対策においても

日本や日本人の活躍には大きなものがあります。

1980年に根絶された天然痘に関しては、熊本

出身で医師の蟻田先生のお話をしなければなりま

せん。 WHOの最後の天然痘対策部長をされ、天

然痘を根絶するWHOの偉業をささえた方です。

.... .. 

WEST 

‘‘，，，， 
．． 

ー.;.-、 ~.疇:: 
ノ

EAST 

中島宏先生は事務局長を2期 10年務められ、

たばこ問題や、ポリオのエラジケーション（根絶）

のプログラムをスタートなさりポリオの根絶にカ

を注がれました。京都時代の日本WHO協会の会

合に出席され、こ講演されたと伺っています。

図 13 WPROの管轄地域
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図 15は蚊によって媒介されるフィラリアが寄

生する象皮症の患者さんの写真です。リンパ腺に



フィラリアが詰まってしまい、このように足がふ

くれる感染症ですが、この対策には、一盛和世先

生が活躍されています。

図 15 一盛和世先生と象皮症患者

図 16右が尾身先生です。新型インフルエンザ

の報道やサーズが流行した時にもマスメディアに

登場されていましたのでお顔をこ存知の方が多い

と思います。 WPROの地域事務局長時代に尾身先

生も地域におけるポリオの根絶に努力されました。

尾身茂先生 進藤奈邦子先生

図 16 尾身先生と進藤奈邦子さん

また、日本のローターリーの皆様もポリオの撲

滅には貢献されたのです。この記念のパーティが

数年前に京都で開催されました。

図 16右は現在のWHOの本部のインフルエン

ザ対策で活躍している進藤奈邦子先生です。新型

インフルエンザの報道の時に、日系アメリカ人の

ケイジ・フクダ先生とともによく登場されていま

した。NHKの「プロフェッショナル」という番組

に出演されたり、彼女がモデルとなったと思われ

る映画 「感染列島」が作られたりしています。

-11 -

クマ レサン所長が話されていましたように

WHO神戸センターでインターンを募集しています。

WHOの本部でもインターンを採用しており、図

18はチャン事務局長をインターンの方々が囲ん

だ写真です。次のアドレスに応募方法が掲載され

ていますので関心ある方はこ覧になってください。

http://www.who.int/employment/inte「nship/en/
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少しだけお金の話をしますが、全世界の加盟国

は人口や経済的な規模に応じた分担金を支払います。

その分担率は図 18のグラフの通りです。日本は

2番目に多い分担をしております。

国連機関の職員の採用枠は適正数として国情や

人口そして分担金の割合などを考慮して各国こと

に決められています。優劣付けがたい人が応募し

図 18 国連機関の分担金上位国



た場合はその適正数字が下回っている国の人を慨

先的に採用するシステムがあります。 WHOも同

様です。本部だけではなく地域事務局も含めた日

本の適正数は約 l20 ~ 160です。しかし昨年
12月には、本部やマニラ (WPRO)だけでなく

アフリカなどで働いている方も含めて40人弱の

日本人がWHOで働いているだけです。適正数の

約3分の lしかおられないのです。

国際保健医療の
お仕事
2
 
負鳳....

.... ,. ●● 

図20「国際保健医療のお仕事」

WHOでは感染症や医学だけではなく幅広い分

野で活躍する場があります。若い方だけではなく、

シニアで経験を積まれた方もWHOで貢献してい

ただける場がありますので、ぜひ応募していただ

きたいです。

その応募に関して中村安秀先生が監修されてい

る「国際保健医療のお仕事Jという書籍がありま
すので、参考にされることをお勧めします。

本日、私がお話ししたことにより多くの日本の

みなさまが、直接的であれ、間接的であれ、 WHO

にこ協力いただけることを期待しております。

この講演録は、日本医師会 ・日本商工会議所・大

阪府・大阪市・（社）生産技術振興協会の後援、（社）

サクラクレパス・サラヤ（社）・ダイキン工業（社）．

大日本除虫菊（社） ・テルモ（社）の協賛で2010

年9月 15日、大阪国際会議場で開催した日本

WHO協会フオーラム「WHOと日本」で講演して

いただいたものです。

金鳥は世界で初めて

除虫菊から蚊取線香を発明しました。

(I) 
l<IHCHO 
www.kincho.co.jp 
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